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日本甲状腺学会 次世代研究者の会 内規  

 

1. 名称 

日本語名称：日本甲状腺学会 次世代研究者の会 

英語名称：Next-generation committee of Thyroidologist in the Japan Thyroid Association 

英語略称：NexT-JTA 

 

2. 目的 

日本の甲状腺研究を発展させるため、有機的な交流及び活動の場を提供することにより、若

手研究者を育成・支援することを目的とする。 

 

3. 体制 

1) 活動を円滑に進めるため、庶務理事の下に世話人を若干名置き、企画運営にあたる 

2) 世話人は、原則として臨床分野（内科/外科/小児科含む）より 2-3 名、基礎分野より

1-2 名を選出する 

3) 世話人の任期は 1 期 2 年とし、再任を妨げない。 

4) 設立時には以下の日本甲状腺学会員を世話人とし、以後は本会世話人同士の合議によ

り候補者を挙げ、理事会による承認を得る。 

  岩間信太郎（代表）（2002 卒） 名古屋大学医学部附属病院 糖尿病・内分泌内科 

  中尾佳奈子（2006 卒） 国立成育医療研究センター研究所 分子内分泌研究部 

  天野出月（2007 卒） 群馬大学大学院医学系研究科 応用生理学分野 

山内一郎（2009 卒） 京都大学大学院医学研究科 糖尿病・内分泌・栄養内科学 

 

4. 入会基準 

1) 七條賞、ヤマサ基礎医学研究助成、コスミック研究創成賞、ロシュ若手奨励賞のいず

れかを受賞し、本会の趣旨に賛同する 45 歳以下の日本甲状腺学会員。 

2) 上記以外に、博士号を取得した 45 歳以下の日本甲状腺学会員から入会希望があれば、

随時受け付ける。 

日本甲状腺学会学術集会終了後から 3 ヶ月以内に、本会に未入会の受賞者に対し、入会

を案内する。 

 

5. 退会基準 

1) 48 歳となる年度の 3 月末日をもって退会とする。 

2) 教授職（またはそれに相当する職）に就任した場合には、その年度の 3 月末日をもっ

て退会とする。 
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3) 専門医療機関あるいは研究機関を離れて研究継続が事実上困難となった場合には、そ

の年度の 3 月末日をもって退会とする。 

4) 上記以外に退会希望があれば随時受け付ける。 

 

6. 活動内容 

1) 本会は、少なくとも年 1 回の全体会合を開催する。原則として、日本甲状腺学会学術

集会にあわせて開催する。 

2) 日本甲状腺学会学術集会における若手シンポジウムを当該の学術集会⾧と相談して

企画・開催する。 

3) セミナー形式の会議を開催し、会員同士による情報交換を推進する。 
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